
多様なメディアを利用した学習

計画段階では実施予定なし

学習の成果に係る評価及び単位の修得の認定に当たっての基準

添削指導、面接指導を総合的に評価する。

所定の添削課題の提出、面接指導の受講を満たし、学習成果が認められる場合に単位を認定する。

その他

各学習センターでは、本校の通信教育実施計画及び指示に従い実施する。施設状況や生徒の状況等に応じて日程・実施方

法を調整する場合も、本校の承認又は指示のもと、指導内容・評価・単位認定基準に変更が生じない範囲で対応する。

1

自身の興味関心、適性を見つめなおし、探究テーマを決めていく。

テーマ決めの入り口として「好きなもの（嫌いなもの）」「気になること」など、身近な

ものに目を向ける。

決定した探究テーマについて情報を集める。その際、調べ方を一つだけにするのではな

く、複数の方法を例示し、多角的に情報収集していく。

各学習センター 7月

2

調査結果を分析し、まとめていく。

調べた内容に対して、「このテーマの内容にはこのような課題（問題点）がある」という

ことを分析していく。また、その課題（問題点）に対しての解決方法を検討・調査してい

く。その後、調べた内容や検討した内容をレポートにまとめる。その際に、ただ書き連ね

るのではなく、情報を取捨選択し、論理的な文章としてまとめる。

各学習センター 12月

面接指導(スクーリング）

回 単位時間 学習内容 実施場所 実施日

2

◆探究テーマを分析し、まとめる

○収集した情報を分析し、そのテーマの持つ課題や問題点を抽出する。

○課題や問題点に対して、どのような解決方法があるかを検討する。

○探究テーマについて、収集した情報や分析内容、検討した課題に対しての解決方法など

をレポートにまとめる。

1,2, 12月5日

添削指導（レポート）

回 学習内容
対応する

面接指導の回
提出期限

1

◆探究テーマを決め、情報を集める

○「国際」「情報」「環境」「福祉」「地域」「進路」「学校行事」の中から自身が興味

のあるテーマを選び、なぜ興味を持ったのか、それについてどのような印象・イメージを

もっているのか、自己分析を行う。

○テーマについて、冊子や書籍、インターネット等で情報を収集する。

○方法を工夫し、多角的に情報を収集する力を身につける。

1,2 7月4日

 多様なメディアを利用した学習による

 面接指導時間数の減免実施の有無

実施している 多様なメディアを利用した学習によ

る減免後の面接指導時間数
該当なし

実施していない

教科書 副教材等 添削指導 面接指導

なし 　　　　2回 2単位時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間2 1 選択必修科目

指

導

目

標

１．探究学習の意義や価値、取組内容や約束事を理解できるようにする。

２．予測不能な時代をいかに生きるかを考え、自身の進路について表現することができるようにする。

３．自身のライフプランや現代社会が抱える諸問題に主体的に取り組めるようにする。

４．必要な情報を取捨選択できる能力を養い、レポートにまとめることができるようにする。
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